
　　　　

2024 年 11 月 1 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 子どもたちにとって過ごしやすい居場所となるよう、笑顔溢れる環境、居場所づくりを目指します。

事業所名 放課後等デイサービス　ガネーシャ 作成日支援プログラム（参考様式）

それぞれの認知の特性を踏まえ、必要な情報を視覚や聴覚から得られるように支援します。
大/小・色・数・量・時間など概念（物事を把握しやすくするための方法）を習得し、行動の手掛かりとなるよう支援します。

まずは挨拶が返せるように、だんだんと日々過ごす中で言葉やボディーランゲージ等でやりとりができるよう支援します。
またそれぞれに適切な自己表現ができるよう支援を行います。

・人との距離感・かかわり方・マナー・ルールなど社会生活に必要となるスキルの獲得、支援を行います。

支援方針

日常的に楽しみながら、様々な力をつけていくことで、生活スキル、社会性スキルの向上、身辺自立を目指します。
保護者様とお子様の様子について話し合い、地域社会に向け、支援課題を探り、“困りごとをなくす”支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・多世代交流・夏祭り・餅つき

（別添資料１）

家族支援

ご利用中のお子様だけでなく、そのご兄弟やご家族を含めた、家庭内における
問題や課題などの相談援助を行います。 移行支援

必要に応じて学校等と連携を図りながら、対応方法等の関わり方について
共通理解を図り、事業所以外での生活も充実に向け取り組む。

地域支援・地域連携

関係機関と必要に応じて連携を図りながら支援を行います。

職員の質の向上

スタッフ間で、問題行動・支援内容などの情報共有を密に行い、一貫
した対応・幅広い支援が提供できるよう努めています。

支　援　内　容

手洗いうがい、整容、排泄、着脱、準備、片付けなど基本的生活スキルの獲得、支援を行います。

日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や運動・動作の改善および習得、筋力の維持・強化を図ります。
それぞれのもつ五感や特性を把握し、できることから少しずつ挑戦し、楽しみながら苦手なこと、つまずいてしまう事にも徐々に挑戦。できなかった事ができるようになった達成感を自信
につながるよう支援を行います。

本
人
支
援


